
心
理
説
略
』『
視
話
法
』『
視
話
応
用 

国
語
発

音
指
南
』『
視
話
応
用 

音
韻
新
論
』『
吃
音
矯

正
の
原
理
及
実
際
』
等
、
訳
書
に
は
Ｄ
･
Ｐ
･

ペ
ー
ジ
著
『
教
授
真
法
』（
明
治
八
年
）、
Ｔ
･

ハ
ク
ス
リ
ー
『
生
種
原
始
論
』（
明
治
十
二
年
）、

同
『
進
化
原
論
』（
明
治
二
十
二
年
）
等
が
あ
る
。

　
「
伊
澤
修
二
先
生
」
胸
像
は
昭
和
五
年

（
一
九
三
〇
）
七
月
二
十
六
日
、
当
時
の
乘の
り

杉す
ぎ

嘉か

壽じ
ゅ

校
長
の
発
案
に
よ
り
創
立
五
〇
周
年
記
念

の
一
環
と
し
て
建
立
さ
れ
た
。
二
年
前
に
着
任

し
た
乘
杉
は
、
初
代
校
長
の
肖
像
す
ら
な
い
学

校
で
、
朽
ち
果
て
た
壁
と
雨
漏
り
の
跡
に
「
魂

の
抜
け
た
ル
イ
ン
（
＝
廃
墟
・
荒
廃
）」
を
見
た
。

伊
澤
の
顕
彰
は
学
校
に
魂
を
取
り
戻
す
行
動
で

あ
っ
た
。
制
作
者
長
谷
川
義よ
し

起お
き

（
明
治
二
十
四

–
昭
和
四
十
九
年
﹇
一
八
九
一
–
一
九
七
四
﹈）

は
東
京
美
術
学
校
を
卒
業
し
た
三
十
八
歳
の
彫

刻
家
で
、「
偉
人
傑
士
の
銅
像
を
建
つ
る
は
一

個
の
学
校
を
建
つ
る
と
同
一
意
義
」
と
請
け
た
。

彼
の
苦
心
が
除
幕
式
の
制
作
報
告
【
＊
4
】
に
綴

ら
れ
て
い
る
。
長
谷
川
は
伊
澤
の
「
特
級
の
教

育
家
」「
伝
統
的
範
囲
を
脱
し
卓
抜
な
る
識
見
」

　

伊
澤
修
二（
嘉
永
四
–
大
正
六
年﹇
一
八
五
一

–
一
九
一
七
﹈）
は
信
州
高
遠
藩
に
生
ま
れ
、

日
本
の
近
代
教
育
に
多
大
な
功
績
を
の
こ
し
た

開
拓
者
で
あ
る
。
師
範
教
育
、
進
化
論
や
教
育

学
等
の
西
洋
学
説
の
紹
介
、
音
楽
教
育
、
体
操

教
育
、
聾
啞
教
育
、
国
家
教
育
社
の
結
成
、
学

制
改
革
、
教
科
書
検
定
制
、
台
湾
教
育
、
吃
音

矯
正
、
訛
音
矯
正
、
中
国
語
発
音
の
研
究
な
ど

十
指
を
超
え
る
新
分
野
の
扉
を
開
い
た
。
師
範

学
科
調
査
の
た
め
米
国
に
留
学
し
た
明
治
八
年

（
一
八
七
五
）
か
ら
の
三
年
間
に
唱
歌
教
育
も

経
験
し
て
日
本
の
音
楽
教
育
の
遠
大
な
見
取
り

図
を
描
き
、
音
楽
取
調
掛
長
と
東
京
音
楽
学
校

初
代
校
長
を
つ
と
め
た
【
＊
1
】。
彼
の
胸
像
が

東
京
音
楽
学
校
に
建
立
さ
れ
た
の
は
今
か
ら

八
十
五
年
前
の
こ
と
で
あ
る
【
＊
2
】。

　

音
楽
取
調
掛
時
代
の
伊
澤
は「
蝶
々
」や「
蛍

（
蛍
の
光
）」
を
含
む
『
小
学
唱
歌
集
』
全
三
篇

の
編
集
に
携
わ
っ
た
。
西
洋
と
日
本
の
音
律
を

比
較
し
「
毫ご
う

モ
異
ナ
ル
コ
ト
ナ
シ
」【
＊
3
】
と

主
張
し
、
音
楽
教
育
へ
の
西
洋
音
楽
導
入
を
決

定
的
に
し
た
。
こ
の
歯
切
れ
良
い
主
張
は
、
当

「
才
気
縦
横
」「
鉄
を
も
溶
か
す
熱
烈
な
る
態
度
」

を
瞑
想
し
、
伊
澤
の
特
色
と
人
格
を
広
い
額
、

眉
、
眉
間
、
豊
頰
、
下
顎
骨
の
出
っ
張
り
、
後

頭
部
突
出
に
表
し
、
薄
色
を
施
し
た
。
胸
像
は

校
舎
前
庭
に
奏
楽
堂
を
正
面
か
ら
見
守
る
よ
う

に
建
立
さ
れ
、
桜
色
の
万ま
ん

成な
り

石い
し

の
台
石
に
伊
澤

作
曲
の
「
紀
元
節
」
の
旋
律
を
ブ
ロ
ン
ズ
で
嵌

め
て
統
一
感
を
持
た
せ
た
。
胸
像
に
潤
い
あ
る

環
境
を
と
「
背
景
に
常
緑
樹
」、「
小
丘
に
芝
生
」

を
配
し
、
末
永
い
保
護
を
同
校
に
託
し
た
。
胸

像
は
東
京
音
楽
学
校
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
り
、
創

立
記
念
日
に
は
花
輪
で
飾
ら
れ
、
胸
像
前
は
生

徒
た
ち
の
記
念
撮
影
の
場
所
と
な
っ
た
【
＊
5
】。

（
は
し
も
と
・
く
み
こ　

総
合
芸
術
ア
ー
カ
イ

ブ
セ
ン
タ
ー
大
学
史
史
料
室
特
任
助
教
・
音
楽

学
部
非
常
勤
講
師
）

時
訳
出
さ
れ
た『
維ゆ
う

氏し

美
学
』（E
ugène V

éron

著
、
中
江
兆
民
訳
、
明
治
十
六
–
十
七
年
、
原

書
は
一
八
七
八
年
出
版
）
な
ど
に
お
け
る
、
欧

州
楽
は
黒こ
く

奴ど

や
黄
色
人
種
の
音
楽
と
「
全
く
相

異
な
る
」
と
す
る
西
洋
学
説
に
真
っ
向
か
ら
異

を
唱
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。『
維
氏
美
学
』で
は
、

支
那
の
音
階
が
西
洋
音
階
よ
り
少
な
い
五
音
な

の
は
黄
色
人
種
の
耳
が
半
音
を
聞
き
分
け
ら
れ

な
い
た
め
で
、
黒
奴
や
黄
色
人
種
は
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
や
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
極
上
の
音
楽
に
は

感
動
せ
ず
、
粗
野
な
曲
調
が
高
揚
す
る
と
感
悦

し
手
舞
い
足
踏
み
す
る
、
そ
れ
は
禽
獣
が
歌
曲

の
調
子
に
感
応
し
て
舞
踏
鳴
囀
す
る
の
と
同
じ

で
動
物
の
至
情
で
あ
る
等
々
、
白
人
優
位
が

堂
々
と
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
日
本
人
が
西
洋
音

楽
の
技
術
を
修
得
す
る
こ
と
は
、
ア
ジ
ア
の
強

化
を
も
意
味
し
た
。
伊
澤
は
後
の
台
湾
教
育
で

も
、
台
湾
人
は
学
ん
で
い
な
い
だ
け
で
能
力
は

日
本
人
と
同
じ
で
、
教
育
に
よ
っ
て
融
和
を
図

る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
。

　

著
書
に
は
『
教
育
学
』（
明
治
十
五
年
）
を

始
め
、『
学
校
管
理
法
』『
教
育
応
用 

生
理
的

伊い

澤さ
わ

修
二 
東
京
音
楽
学
校

　

初
代
校
長
の
胸
像
を
め
ぐ
っ
て

音
楽
教
育
に
西
洋
音
楽
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

日
本
の
近
代
化
を
推
進
し
︑
ア
ジ
ア
の
強
化
を
図
っ
た

東
京
音
楽
学
校
初
代
校
長

第
一
回

橋
本
久
美
子

＊
1

　�

音
楽
取
調
掛
は
明
治
十
ニ
年
に
創
設
さ
れ
た
。

＊
2

　�

東
京
藝
術
大
学
創
立
百
周
年
の
昭
和
六
十
二
年
（
一
九

　
　
　
八
七
）、伊
澤
の
郷
里
高
遠
に
胸
像
複
製
が
建
立
さ
れ
た
。

＊
3

　� 『
音
楽
取
調
成
績
申
報
書
』（
明
治
十
七
年［
一
八
八
四
］）

　
　
　
参
照
。

＊
4

　�「
伊
澤
初
代
校
長
胸
像
除
幕
式
関
係
」（
大
学
史
史
料
室

　
　
　
蔵
）
お
よ
び
『
同
声
会
報
』（
昭
和
七
年
七
・
八
月
）
参
照
。

＊
5

　�

現
在
は
奏
楽
堂
橫
の
小
径
に
移
さ
れ
て
い
る
。

奏楽堂前にて胸像除幕式（昭和 5年 7月）。現在の奏楽堂と
ほぼ同じ位置にあった当時の奏楽堂は、上野公園内に移築保
存されている

昭和 10年代半ば。胸像前で記念撮影

歴
史
を
彩
る
人
・
作
品

─
総
合
芸
術
ア
ー
カ
イ
ブ
セ
ン
タ
ー
の
研
究
か
ら
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